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資料 3 

◆介護予防・日常生活圏域ニーズ調査 

（高齢者の生活と健康福祉に関する調査） 

１．調査の目的 

介護予防・日常生活

圏域ニーズ調査 

美祢市に在住する高齢者の日常生活の状況や健康状態等を把

握し、今後の高齢者保健福祉施策に活かすために調査を行いま

した。 

 

２．調査の設計 

介護予防・日常生活

圏域ニーズ調査 

● 調査地域 美祢市 

● 調査対象 令和２年１月１日現在、65 歳以上の方のうち、

要介護認定を受けていない方。 

※ 要支援認定を受けている方は対象。 

● 調査方法 郵送による配付・回収 

● 調査期間 令和２年１月 30 日～令和２年２月 28 日 

● 抽出方法 無作為抽出 

 

３．回収結果 

介護予防・日常生活

圏域ニーズ調査 
発送 2,000 人 / 回収 1,411 人 / 有効回収率 70.6％ 
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４．調査結果 

（１）運動器の機能低下 

[リスク判定方法] 

No. 設問内容 選択肢 

① 階段を手すりや壁をつたわらず

に昇っていますか 

１．できるし、している 

２．できるけどしていない 

３．できない 

② 椅子に座った状態から何もつか

まらずに立ち上がっていますか 

１．できるし、している 

２．できるけどしていない 

３．できない 

③ １５分位続けて歩いていますか １．できるし、している 

２．できるけどしていない 

３．できない 

④ 過去１年間に転んだ経験があり

ますか 

１．何度もある 

２．1度ある 

３．ない 

⑤ 転倒に対する不安は大きいです

か 

１．とても不安である 

２．やや不安である 

３．あまり不安でない 

４．不安でない 

 

上記の設問のうち、３問以上該当する選択肢（上の表の網掛け箇所）が回答された場

合、運動器機能の低下している高齢者と判定されます。 

 

要支援状態によってリスク者の割合は大きく異なり、要支援１・２では７割が

リスク者となっています。 

性別・年齢別にみると、男女ともに年齢階層が高くなるに従ってリスク者の割

合が高くなる傾向にありますが、特に女性は年齢が高くなるに従って急激にリス

ク者の割合が高くなり、85 歳以上では 55.2％の人がリスク者となっていること

が分かります。 
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図表 1 要支援状態区分別クロス 

 

 

図表 2 性別・年齢別クロス 
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（２）転倒リスク 

[リスク判定方法] 

No. 設問内容 選択肢 

④ 過去１年間に転んだ経験があり

ますか 

１．何度もある 

２．１度ある 

３．ない 

 

④で「１．何度もある」または「２．１度ある」の選択肢を回答された場合、転倒リ

スクのある高齢者と判定されます。 

 

要支援状態によってもリスク者の割合は大きく異なり、要支援１・２では

64.3％がリスク者となっています。性別・年齢別にみると、男女ともに年齢階層

が高くなるに従ってリスク者の割合が高くなる傾向にありますが、女性では 80

歳以上で過半数が転倒リスク者となっています。 

 

図表 3 要支援状態区分別クロス 
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図表 4 性別・年齢別クロス 
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図表 5 要支援状態区分別クロス 

 

 

図表 6 性別・年齢別クロス 
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（４）低栄養の傾向 

[リスク判定方法] 

No. 設問内容 選択肢 

① 身長・体重 （  ）cm （  ）kg 

→ＢＭＩ18.5 以下 

② ６ヶ月間で２～３kg以上の体重

減少がありましたか 

（オプション項目） 

１．はい 

２．いいえ 

 

身長・体重から算出されるＢＭＩ（体重（kg）÷｛身長（m）×身長（m）｝）が 18.5

以下の場合、低栄養が疑われる高齢者になります。 

低栄養状態を確認する場合は国が示す必須項目（身長・体重を問う設問）のみでは不

十分であるため、本市では、別途示されたオプション項目（②）を追加して調査しまし

た。①と②の両設問ともに該当した場合は、低栄養状態にある高齢者になります。 

 

性別・年齢別にみると、男女ともに年齢階層によって大きな傾向はみられませ

ん。 

※低栄養の判定には現在の身長及び体重を記入していただく必要があり、他の

設問と比べて無回答が多くなる傾向にあります。無回答がある場合は判定不能と

なりますが、年齢階層が高くなるに従っておおむね判定不能の割合が増えている

ことが分かります。 

 

図表 7 要支援状態区分別クロス 

 

  

1.6 

5.7 

0.0 

93.5 

87.1 

80.0 

4.9 

7.1 

20.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一般高齢者(計:1264人)

要支援１・２(計:70人)

事業対象者(計:10人)

低栄養状態 該当せず 判定不能



- 8 - 
 

 

図表 8 性別・年齢別クロス 
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合は、口腔機能が低下している高齢者と判定されます。 

 

要支援状態によってリスク者の割合は大きく異なり、要支援１・２では 50.0％

がリスク者となっています。 

性別・年齢別にみると、年齢階層が高くなるに従ってリスク者の割合がおおむ

ね高くなる傾向があります。 

 

図表 9 要支援状態区分別クロス 

 

 

図表 10 性別・年齢別クロス 
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（６）認知機能の低下 

[リスク判定方法] 

No. 設問内容 選択肢 

① 物忘れが多いと感じますか １．はい 

２．いいえ 

 

①で「１．はい」に該当する選択肢が回答された場合は、認知機能の低下がみられる

高齢者と判定されます。 

 

要支援状態によってリスク者の割合は大きく異なります。要支援１・２では、

リスク者の割合が６割を超えています。 

性別・年齢別にみると、男女ともに年齢階層が高くなるに従ってリスク者の割

合がおおむね高くなる傾向にあります。 

 

図表 11 要支援状態区分別クロス 
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図表 12 性別・年齢別クロス 
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「１．できるし、している」「２．できるけどしていない」と回答した場合を１点とし

て、５点満点でＩＡＤＬを評価します（５点を「１．高い」、４点を「２．やや低い」、

３点以下を「３．低い」とします）。 

 

※ＩＡＤＬとは 

ＩＡＤＬ（Instrumental Activities of Daily Living）とは、「手段的日常生活動作」

とも言われ、電話の使い方、買い物、家事、移動、外出、服薬の管理、金銭の管理など、

日常生活動作ではとらえられない高次の生活機能の水準を測定するもの。 

 

要支援状態になることによってＩＡＤＬが「やや低い」「低い」人の割合は高

くなる傾向にあり、要支援１・２では 57.1％となっています。 

性別・年齢別にみると、年齢階層が高くなるに従ってＩＡＤＬが「やや低い」

「低い」人の割合はおおむね高くなる傾向にあり、女性の 85 歳以上ではＩＡＤ

Ｌが「やや低い」「低い」人の割合が 46.6％となっています。 

 

図表 13 要支援状態区分別クロス 
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図表 14 性別・年齢別クロス 
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図表 15 要支援状態区分別クロス 

 

 

図表 16 性別・年齢別クロス 
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